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下阿多古小150年のあゆみ ～ 石神小学校と下阿多古小学校の統合 ～ 

昭和30年代後半になると、石神小学校、下阿多古小学校ともに児童数が徐々に減り始めたこと
もあり、昭和44年４月、両校は統合することになりました。一番多い時には両校合わせて600
人以上いた児童数は、統合時は 286 人でした。校名は「天竜市立下阿多古小学校」としました。
学校の位置は、現在の下阿多古小学校の位置とし、当時の校舎を使用しました。 
統合に伴い、校章のデザインを公募し、同年11月に新しい校章が制定されました。 

＜ 下阿多古小学校 石神小学校の校章 ＞ 

   

昭和44年までの下小 石神小学校 昭和44年以降の校章 
これまで、石神小学校、下阿多古小学校ともに校歌はありませんでした。そこで、統合を機に、

広く一般に公募し、昭和44年11月に制定されました。   
下阿多古を象徴する自然である「鮎」「竹」「観音山」に例え、子供たちの成長を願う歌詞に

なっています。制定以降、今も歌い続けられています。 

 昭和52年、プールが敷地内に作られました。それまでは、学校前の淵（千字淵）を学校専用
の水泳場として使用していました。川にロープを張って 25ｍプールを作り、水泳指導を行って
いたそうです。 
 また、校舎の老朽化が進み、新しく建築することとなり
ました。工事期間中は、学校を旧石神小学校に移転し、今
も残る木造2階建ての校舎を使用したそうです。 
 昭和53年、新しい鉄筋３階建て校舎が完成し、盛大に
落成式が行われました。大雨に伴う阿多古川氾濫による浸
水を回避するために、高床式構造の校舎にしました。 
 その後、昭和59年には、懸案であった運動場のかさ上
げ工事が行われました。また、昭和60年には、体育館も
完成しました。 
 これまで小学校の一室（今の生活科室）を下阿多古幼稚
園として使用していましたが、昭和61年に園舎が体育館横に建築され、移転しました。 
 平成17年には、市町合併により「浜松市立下阿多古小学校」に校名が変更されました。 

学校教育目標「夢に向かい 共に学び 行動する子」№1３ 

 



 
 

 


